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学級通信を活用したキャリア教育の実践
「自分の夢」と「身近な大人の夢調べ」を題材としてー

テーマ設定の理由

(1) 学校の実態から

平成22年3月15日、この日豊橋市立豊岡中学校

(以後、実習校)の2年生たちは、総合的な学習の時

間で、インターネットによって上級学校を調べた。生

徒たちは、それまでに職場体験を経験し、自らの将来

に向けて大きく歩みを進めようとしていた。生徒たち

が調べている学校をみると、生徒それぞれに特徴があ

った。

部活動のサッカーを、高校でも続けて行いたいとい

う願いからサッカー部の活動が盛んな学校を調べてい

た生徒、服飾系の仕事に就きたいと考えてデザイン学

科のある高校を調べている生徒、職場体験学習で経験

した美容院での仕事を材料に専門学校を調べる生徒な

ど、進学した先で行いたいことを明確に特っている生

徒がいた。 しかし、その一方で、購買部があるからと

いう理由で調べる高校を決める生徒、住んでいる地域

から近いからという理由で近隣の高校を調べている生

徒が多く見られた。

私は、この調べ学習に取り組む生徒たちの様子を見

て、生徒たちが自身の将来について深く考える力が十

分ついていないように思えた。行きたい学校と自分の

現状の学力が乖離していたり、進学しなければならな

いからという想いで目先のことだけを考えていたり、

苦労したくないからと学力試験を受験せずに進学でき

る学校を探していたりという姿があったからだ。

私は、この日の生徒たちの様子を見て、大人になっ

た自分を思い描いて、自らの人生に希望を特も、そこ

にむかって今どのような道筋をたどっていくべきか考

えられる力をつけて欲しいと思うようになった。

そして、そしてこのような力は、3年生を間近に控

えた2年生の終盤から養っていくのではなく、具体的

な進路先を考えようとする時期にむけて、中学校人学

当時から系統的かつ継続的に養っていく必要があると

考えた。

また、実習校の平成21年度の保護者の学校評価ア

ンケートを集計･分析した結果、「基本的な生活習慣の

定着に努力している」の項目に「そう思う」「おおむね

そう思う」と回答した保護者は、95%と高く、この

項目に対する努力は認められている。しかし一方では。

「そう思わない」、「あまりそう思わない」と回答した

保護者の割合が多く、今後の課題として残されたもの
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もある。例えば、「学習習慣の充実と学力の充実」の項

目では32%、「生徒の「生きる力」を育てる指導の展

開」や「生徒にわかる授業・興味関心がわく授業の実

施」、「少人数指導・TT等の確かな学力のためのきめ細

やかな学習の展開」の3項目は30%を超え、充実し

た授業・学習指導に課題があるとしている。さらに。

「個に応じた進路指導・キャリア教育の展開」では、

41%の保護者が「そう思わない」、「あまりそう思わ

ない」と回答しており、平成21年度の保護者の学校

評価アンケートの各項目のうち最も低く翌年度以降に

向けて取り組むべき大きな課題だと言える。実習校の

保護者が、平成22年度に向けて以上3点に関わる教

育活動の充実を求めていることが分かる。

実習校の保護者の最たる願いは、私か感じた生徒た

ちの課題を包含するものである。先に挙げた「大人に

なった自分を思い描いて、自らの人生に希望を特ち、

そこにむかって今どのような道筋をたどっていくべき

か考えられる力」は、キャリア教育によって育てよう

とする4領域8能力のうち「将来設計能力」に該当す

る(表1)。生徒たちの将来設計能力を伸長していくこ

とが出来れば、私か感じた生徒たちの課題を解決して

いくことと、保護者の願いに応えることの双方に対応

することが出来るのではないだろうか。

(2) キャリア教育の必要性から

「キャリア教育」という言葉は､平成11年に中央

教育審議会から出された「初等中等教育と高等教育

との接続の改善について(答申)」(以後、11年答

申)の中で初めて用いられた。それ以後、学校教育

の現場においても「キャリア教育」という言葉が使

われ始めた。しかし、学校教育の現場では、それま

でにあった上級学校への進学指導を中心とした「進

路指導」という言葉に引きずられ、半ば同義として

用いられていたようだ。それでは、キャリア教育と

進路指導はどのように違うのだろうか。

キャリア教育=(≒)進路指導と考えることは、

決して間違ってはいない。しかし、正確というわけ

でもない。 何故ならば、キャリア教育は、戦前か

ら続く教科としての職業指導や、それが学級活動を

中心とした教科外活動で行われるようになり進路

指導という名称に変わってきているという歴史的

な系譜の上に立っているためだ。
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吉田叫ま、中央教育審議会iiiや文部科学省㈲こよる

キャリア教育の定義を引用し、新しい概念であるキ

ャリア教育とこれまでの進路指導の関係について

次のように説明している。吉田によれば、キャリア

教育は、従前の職業教育や進路指導を中核に据えて

推進されることが提唱されている(図1)。

それでは、キャリア教育は具体的に生徒の何を育

てようとする教育なのだろうか。

一般に、キャリアという言葉を聞いて何を連想す

るだろうか。「キャリアウーマン」「管理職」「資格」

といったような職業に関するものから、「生き方」

「生活」「役割」といった人生に関するものにまで

その連想は多岐にわたるだろう。

菊池万言、キャリアという言葉には、「職業キャリ

ア」と「ライフキャリア」という二つの意味が込め

られているとしている。「職業キャリア」は、職業

や職務との関連の中で論じられる場合に用いられ。

「ライフキャリア」とは、生涯発達の観点が含まれ

ているときに用いられる。「キャリア」の中に「職

業キャリア」と「ライフキャリア」という二つの意

味が含まれているが故に、11年答申によって各学

校にキャリア教育の推進が求められても、それぞれ

の学校・教員間で解釈の違いが生まれてしまうこと

になった。そのために、学校現場で「キャリア教育

と進路指導の違いが分からない」といった声が出て

いたのだろう。菊池は、このような現状に対して。

「キャリア教育というときにも、ある人は前者のニ

ュアンス(ライフキャリア)でとらえ、ある人は後

者のニュアンス(職業キャリア)でとらえることに

もなる。本来はこの二つは矛盾するものではなく、

統合されるべきものである絢と述べている。

11年答申が出された経緯として、これまで学校

教育で行われてきた進路指導の二つの大きな問題

を取り上げられている。一つは、バブル経済の崩壊

や受験戦争の激化によってそれまで行われてきた

生徒の適性・能力と進路・職業との適合既を重視し

た指導では、社会に対応できなくなってきたという

問題である。もう一つは、校種間の接続や学校から

導・援助の姿勢が希薄化してきたという間題である。

これら二つの間題を抱えた学校現場における進路

指導では、生徒の学力に見合う進路に進ませるよう

な学校選択や職業選択の指導に陥りがちであった。

そこで、もう一度生徒の将来を考えた進路指導と

は何かを間い直そうとして、この11年答申でキャ

リア教育という概念がうちだされた。

11年答申では、「学校と社会及び高等教育との円

滑な接続を図るためのキャリア教育を小学校段階から

発達段階に応じて実施する必要かおる」として、以下

の4つの価値観・能力・態度を育成することを理念と

している。

●

●

●

●

望ましい職業観・動労観

自己の個性の理解

職業に関する知識や技能

主体的に進路を選択する能力・態度

吉田と菊池の説を図式化すると下記のようになる(図

2)。

キャリア教育の考え方が出される前に問題視され

ていた進路指導のあり方では、図2の⑥で示したよう

に職業キャリアの前半部分にかかる支援がほとんどで

あった。 11年答申によって示されたキャリア教育の

あり方では、図2の⑧で示したようにその生徒の職業

キャリアを含めたライフキャリアに対しても教育を行

おうとするものである。キャリア教育は、従来進路指

導が担ってきた支援の幅を広げ､一人一人の生徒の「生

き方」を教育することを目的とした。

この11年答申を受けて、各学校ではキャリア教育

を推進すべく動き出した。しかし、菊池が指摘したよ

うに11年答申が掲げた「キャリア」という言葉の理

念が抽象的であり、先に挙げたように進路指導との住

み分けが明確でなく、学校現場の困惑を招いた。
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そこで、文部科学省は、平成18年11月に『小学

校･中学校･高等学校 キャリア教育推進の手引き 一

児童生徒一人一人の動労観､職業観を育てるためにー』

を発表し、各学校がキャリア教育を推進していくため

の具体的な指針を示した。その中で、小学校から高等

学校までの児童生徒たちが身につけるべき能力を系統

的に指導できるように、以下のような表を示している

(表1)へ

教師力向上実習Iでは、冒頭に挙げたように目先の

ことにばかり目が向きがちな生徒たちに対して、特に

将来設計能力に焦点をあてた実践を計画した。

2｡教師力向上実習Iの実践計画

教師力向上実習Iは、実習校で5週間にわたって

主に学級経営に関する実習を行つだ。

(1) 実習校での取り組み

実習校では、生徒たちに「伸びる」と呼ばれる生

活記録を書かせている。「伸びる」には、毎目の予定

や学習時間、日記を書く欄が設けられており、生徒

たちは、この日記欄にその日の印象に残った出来事

を書いている。担任教員は、この日記に対してコメ

ントを加え、紙面上で生徒とやりとりすることで生

徒理解に役立てている。

この生活記録は、私か中学生だった頃にも名称は

違えど行われていた実践である。他の中学校でも同

様に生活記録を書かせており､一般的な実践である。

生活記録の良さは、毎目目記を書かせ、毎目コメ

ントを加えることで、学級内の各生徒と担任教員が

個別に関わる場を確保することができる点にある。

そして、生活記録が担任教員と個別に関わるという

ことが保障されているため、生徒がクラスメイトや

友だちに打ち明けられない悩みを書いてくることも

多い。また、日記の記述から生徒たちが普段どのよ

うなことに感動を覚えるのか理解することもできる。

生徒たちが書く目記は、時系列に沿って生徒の変容

を理解でき、かつ、学級内の人間関係を把握できる

一つの手段でもある。

しかし、生活記録が個別の関わりを前提としてい

るが故に、生徒一人と教員一人の個々の関わ叫こと

どまってしまっており、生徒たちの普段の生活を学

級内で共有することができないという弱点もある。
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生活記録を題材として学級内の生徒の交流を広げ

深めていくために、個別の関わりの一方である教師

が問題を整理し、他の生徒に紹介できる学級通信配

布という手立てで試みることにした。

学級通信を介在し、生徒たち自身がお互いの夢を

共有することで、生徒たちが自身の将来を考えるた

めの材料を得ることができ、将来設計能力の伸長に

役立てられると考えた。

(2) 家庭・地域との関わり

学級通信は、生徒の保護者に対する連絡にも用い

られることがある。保護者にとってみれば、学級通

信は、学校での様子を知る資料としての機能もあり、

保護者との良好な関係作りの上でも有用性がある。

平成21年度の学校評価アンケートの考察より、

本校の保護者が「個に応じた進路指導・キャリア教

育の展開」にやや不安を抱えていることが見えてき

たことは、先に述べた。学級通信に生徒たちが自ら

の将来をどのように考えているか生徒たちの言葉で

掲載することによって、保護者が抱えている不安へ

の対処となる。更に、学級通信に取り上げることに

よって、家庭で保護者と生徒が生徒の将来について

話題に上げることも考えられ、生徒の将来をともに

考えるきっかけともなる。そのため、生徒の夢の実

現へ向けて、家庭と学校の連携を促す材料にもなる

のではないかと考えた。家庭や地域の方々は、生徒

たちの身近な大人として、夢の実現に向かう着実な

道筋を示してくれる教材でもある。何故ならば、生

徒たちにとって社会で働く身近な大人たちは、夢を

描き実現した大人として映るからだ。

そこで、生徒たちが、夢を描き実現していくため

に「今ここ」で何をすればよいのか考えられるよう

に、学級通信を通して家庭・地域の協力を得ようと

考えた。

以上2点により、この教師力向上実習Iでは、学

級通信を活用したキャリア教育の実践を配当された

中学1年生を対象に行うことを計画した。具体的に

は、以下に示した2つの活動を行う。

【自分の夢】

生徒たちの生活記録に自分の夢を書かせ、

その内容を学級通信に掲載して、生徒相互の

共有を図る。

【身近な大人の夢調べ】白i

生徒の身近な大人に対して職業という観

点を含めてこれまでどのような人生を歩ん

できたか生徒に問わせる。
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3｡実践の経過

(1) 【自分の夢】

生徒たちが入学して2週間がたったころ、私の教

師力向上実習Iがスタートした。実習初日に私の学

級通信第1号を配信した(図3)。この学級通信の第

1号では、私の実習が始まることを伝えると共に、

生徒たちの生活記録に「自分の夢」を書いてくるよ

う指示をした。その際、学級通信へ掲載するという

旨を生徒に伝え、掲載してほしくない生徒は日記欄

のどこかに「のせないで」という一言をいれるよう

に併せて指示をした。

この学級通信第1号岡こは、【自分の夢】の活動の

指示の他に、私自身が教員を志そうと決意するにい

たった経緯が載せてある。これは、生徒たちが将来

の夢を考える際のモデルとなるようにと意図して提

示した。生徒だちと年齢的に近い存在である私か、

夢の実現に向けてどのように進路選択してきたかと

いうモデルを示すことで、生徒たちが自らの将来を

考える手助けとなるだろう。

また、生徒たちが将来の夢をもとうと思ったきっ

かけを大切にしてほしいという私自身の願いがあっ

たため、私自身が教員を志そうと決意したそもそも



のきっかけも併せて載せてある。誰もが将来の夢を

描くとき、自身が経験した何らかの出来事をきっか

けとしている。私の場合、中学校1年生の時にTBS

ドラマ『3年B組 金八先生』を見たことがそもそ

ものきっかけである。私にとって、このドラマを見

たことが人生を変える出会いであったと言える。生

徒たちにとっても、これから待ち受けるあらゆる出

会いが生徒たちの人生の展望を特たせてくれる貴重

なものとなる可能性がある。この【自分の夢】の活

動には、将来設計能力の育成を図るとともに、入学

したばかりの生徒たちが今後の中学校生活で出会う

であろうあらゆる経験を大切にしてほしいという願

いも込めた。

学級通信第1号を配布した翌日、生徒たちは指示

した通りに生活記録に自らの将来の夢を書いてきた。

夢に関する記述をしなかったものは3名だった。生

徒たちが書いてきたものを大観すると、何らかの職

業を挙げてきた生徒は31人中28人で、まだ決ま

っていないと答えた生徒は3人だった。何らかの職

業をあげた生徒のうち、18人は職業を一つに絞り

具体的に将来の夢を決めていた。また､「のせないで」

と書いてきた生徒は34人中12人だった。この生

徒たちの意思表示から、自分の今の夢に自信が特て

ない様子が分かる。

生徒たちが書いてきた【自分の夢】の一例を以下

に挙げる。

私は子供のめんどうを見る仕事か料理関係がいいと

思います。これから勉強をがんばりたいと思います。

● 生徒E

私のしょうらいの夢は、どうぶつかんけいの仕事

につきたいです。私は、動物が大好きなのでその仕

事につきたいなと思いました。それにおせわもすき

だからです。

● 生徒F

私か将来なりたいのはふくしかんけいです。まだ

ほかにいろいろあります。ふくしかんけいに入りた

い理由は、6年の時、はんげっばんそんしょうとい

うのをやってしまい、リハビリにかよいました。そ

のときにやさしくサポートしてくれた女の先生みた

いに私もなれたらいいなと思いました。

<未定の生徒>

● 生徒G

将来の夢は特にないけれど、ごく普通に幸せにく

らせればいいです。夢があったらそれを叶えていれ

ばいいです。なぜごくふっうがいいというのは、そ

れが一番だからです。まあひとぞれぞれです。

● 生徒H

将来の夢は、とくにないです。理由はまだ将来の

夢を決めるのははやいと思うから。

● 生徒I

私の夢は、これといってありません。だけど、も

うちょっと、大きくなったら、夢がもてるようにな

りたいです。夢をもってがんばろうと思いました。<具体的な生徒>

● 生徒A

私の将来の夢は保育士です。妹とか弟がいないの

で、近所で小さい子とか見たりすると、すっごくか

わいいと思ってしまいます。私は小さい子が大好き

なので、保育園か幼ち園の先生になりたいです。

● 生徒B

ぼくの将来の夢は、外科医です。外科医になれた

ら次は内臓だけでなく目とか耳とか脳とか体のいろ

いろなところのちりょうが手術できるようになりた

いです。

● 生徒C

将来、自分がなりたいと思っているものは、ラグ

ビーでALL A1CHI(U-15愛知県選抜)

に選ばれたいです。理由、ラグビー部のある高校に

入りやすくなるし、かんたんになれるものじやない

から。

<抽象的な生徒>

● 生徒D

昨日書けなかった将来の夢を話します。私の将来

の夢は迷い中です。たくさんの夢があります。でも
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学級通信第2号と3号は、生徒たちが生活記録に

書いてきた夢を掲載した(図4)。掲載にあたって。

「のせないで」と書いた生徒については、掲載しな

いよう配慮した。「のせないで」という意思表示をし

なかった生徒に関しては、基準を設定して掲載の可

否を決定した。

先に挙げたように、生徒たちが書いた夢は、具体

的なものもあれば、抽象的なものもある。そして、

未だ決めかねているものもいる。この学級通信によ

って、具体的な職業を決めている生徒の夢を載せる

ことにより、抽象的なものや未だ決めかねている生

徒たちが「自分もはっきりとした夢をもとう」とい

う意欲を特たせたい。そこで、掲載にあたる基準を

以下のように設けた。

具体的な職業を書いてきた生徒は、それぞれがこ

れまでに経験してきたあらゆる出来事がきっかけと

なっていた。そのきっかけの書き方は、大きく①得

意なことや好きなことが派生したもの、②接した人

への憧れに近づこうとするもの、の2つに分けるこ

とが出来た。学級通信第2号と3号では、この2点



が分散するように掲載することと、掲載される生徒

の男女比が1:1となるようにした。

自らの経験をきっかけとして記述している生徒た

ちの夢を紹介することで、<具体的な生徒>、<抽

象的な生徒>、<未定の生徒>それぞれに対して以

下のような変容を望んだ。

<具体的な生徒>については、その生徒がもつき

っかけを大切にするよう呼び掛けるとともに、自身

がなりたいと思っている職業に就くためにどうして

いくべきかを考えられるように投げかけた。

<抽象的な生徒>に対しては、就きたい職業が具

体的でなくても、「こんな風になりたい」「こういう

ことに関係のある職業につきたい」という想いがあ

ったため、その想いを大切にするよう呼びかけた。

また、生徒たちの想いをいかに具体的な職業に転嫁

していけばよいのか、という点については、コメン

トしなかったが、学級通信を配布する際に、具体的

な職業を決めている生徒のきっかけをロ頭で紹介す

ることで、抽象的な生徒への刺激になることを狙っ

た。

<未定の生徒>については、その全てが「のせな

いで」と記述したものだったため、学級通信には、

掲載していない。 しかし、これからの中学校生活で
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出会うだろうあらゆる経験がこの生徒が自身の将来

を決めていく刺激となることもある。具体的な職業

を書いている生徒や抽象的な生徒がもつ、きっかけ

や想いを紹介し、クラスメイトのほとんどが何らか

の形で将来を描いていることと向き合わせることで、

自分の夢を真剣に考えていこうとする意欲を特だせ

ようと考えた。

学級通信第2号と第3号に生徒たちの夢を掲載し、

生徒同士の共有を図ったことで、保育士になりたい

と書いてきた生徒Aは、生徒同士の給食中の会話の

中で自身の夢について話している。他の生徒が週末

にいとこの子どもに会ったという話をした後に、生

徒Aは、「小さい子って、どがわいいらー。だから

私保育士になりたいじやんね」と言っている。

私は、この会話の「だから」という部分に注目し

た。この生徒が「だから」という順節の接続詞を使

っているのは、もうすでに周りの生徒に生徒A自身

の夢が知れ渡っているということを自覚しているこ

とを意味する。つまり、自分の夢が周囲に認められ

ているということを自覚しており、自身をもって夢

を語ることが出来ていると言える。

学級通信で生徒の夢を紹介することによって、生

徒自身が周囲に自分の夢を自発的に公表することが

できた。生徒が周囲に自分の夢を語ることによって、

本人が特っている夢を改めて自覚することとなり、

夢に対する憧れが強まるだろう。自らによって強め

られた憧れが出発点となり、どのように夢を実現さ

せていけばよいのか考え始めるのではないだろうか。

さらに生徒Aは、学級通信第1号によって【自分

の夢】を書いてくるよう指示した翌々日の日記の中

で「先生が、中学1年生のとき、将来の夢って何だ

ったんですか?やっぱり先生ですか?それとも中学

1年生のころは、もっと別の夢がありましたか?」

と質問を書いてきた。この日記から生徒Aは、自分

以外の人がどのように将来の夢を描いてきたのか興

味を持っていることが分かる。その後、学級通信に

よってクラスメイトが描く将来の夢を知ることが出

来たのは、生徒Aにとって比較対象を持つこととな

っただろう。比較対象を得たことにより、自らの将

来について考えていく材料を増やすことができたの

ではないだろうか。また、これには、私自身がどの

ように夢の実現に向かってきたかという生き様を、

学級通信を通して語ったことによって、教師が夢を

実現させた人物として生徒に映り、身近な憧れとな

ったと考えることもできる。

しかし、生徒Aのように、他の人間がどのような

将来を思い描いているかを知り比較対象を得ること

は同年代の生徒だちからだけでは十分ではない。す

でに職業についている人間が、どのように自分の将

来を考えてこれまでの人生を歩んできたのか問うこ



が分散するように掲載することと、掲載される生徒

の男女比が1:1となるようにした。
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出会うだろうあらゆる経験がこの生徒が自身の将来
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と質問を書いてきた。この日記から生徒Aは、自分

以外の人がどのように将来の夢を描いてきたのか興

味を持っていることが分かる。その後、学級通信に

よってクラスメイトが描く将来の夢を知ることが出

来だのは、生徒Aにとって比較対象を持つこととな

っただろう。比較対象を得たことにより、自らの将
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ではないだろうか。また、これには、私自身がどの

ように夢の実現に向かってきたかという生き様を、
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象的な生徒>、<未定の生徒>それぞれに対して以
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っかけを大切にするよう呼び掛けるとともに、自身

がなりたいと思っている職業に就くためにどうして

いくべきかを考えられるように投げかけた。

<抽象的な生徒>に対しては、就きたい職業が具

体的でなくても、「こんな風になりたい」「こういう

ことに関係のある職業につきたい」という想いがあ
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また、生徒たちの想いをいかに具体的な職業に転嫁

していけばよいのか、という点については、コメン

トしなかったが、学級通信を配布する際に、具体的

な職業を決めている生徒のきっかけを口頭で紹介す

ることで、抽象的な生徒への刺激になることを狙っ

た。

<未定の生徒>については、その全てが「のせな

いで」と記述したものだったため、学級通信には、

掲載していない。 しかし、これからの中学校生活で



とができれば、生徒たちが描いている夢をより現実

に近付けることが出来るのではないだろうか。

そこで、私を含めた大人たちが、中学校1年生当

時にどのような夢を描いていたのか、また現在の職

業に就こうと考え始めたのはどれくらいの時期なの

か、どのような経緯でそう考えたのか、ということ

について知ることが必要だと考えた。

(2) 【身近な大人の夢調べ】

学級通信の第3号では、【自分の夢】を紹介すると

ともに､全体を総括し、「生徒たちが思い描いている

夢を実現するためには、何か必要なのだろう」と投

げ掛けた。生徒たちの中には、自分が考えている夢

は本当に実現できるのだろうかと不安を抱いた者も

少なくないだろう。

また、計画していた通り第4号では、生徒の身近

な大人たちにどのようにして夢を実現させてきたか

をインタビューしてくるように指示した(図5)。図

6は、学級通信第4号とともに配布したインタビュ

ー用のワークシートである。ワークシートの裏面に

は、生徒たちがインタビューする大人の方々へ協力

を要請する文章を載せた。
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学級通信第4号には、【身近な大人の夢調べ】の指

示ともに､生徒たちの調べ学習のモデルとなるよう、

生徒たちが使用するワークシートを使って私か私の

母にインタビューしたものを載せた。母は、現在パ

ン屋を営んでいるが、パン屋を開こうとおぼろげな

ら考え始めたのは、40歳を過ぎてからだった。開

業したのは、その8年後であった。その8年間の間

に実際にパン屋で修業を積み、47歳の時に製菓学

校に通って製菓衛生士の資格を獲得するなど、開業

に向かう努力をしている。

生徒たちにこの話を通して、夢の実現のために何

らかの努力が必要であるということを伝えたかった。

生徒たちが夢の実現のために何をしたらよいかとい

う具体的な道のりを考えていく前に、生徒たちが夢

を実現するために努力する必要があるということに

目をむけさせる必要があると考えたためだ。

また、中学校時代に抱いた夢が変わっても何ら問

題がないことや、いくつになっても夢を描くことが

でき、人生を再出発させることが出来るということ

を伝えたかった。そして、40代という年齢でも夢

を描くことで、精力的に努力を重ねるエネルギーを

生み出せるということにも目を向けて欲しかった。

このような意図のもと、生徒たちは、身近な大人

の夢たちに夢の実現に関わる話をインタビューして
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学級通信第4号には、【身近な大人の夢調べ】の指

示ともに､生徒たちの調べ学習のモデルとなるよう、

生徒たちが使用するワークシートを使って私か私の

母にインタビューしたものを載せた。母は、現在パ

ン屋を営んでいるが、パン屋を開こうとおぼろげな

ら考え始めたのは、40歳を過ぎてからだった。開

業したのは、その8年後であった。その8年間の間

に実際にパン屋で修業を積み、47歳の時に製菓学

校に通って製菓衛生士の資格を獲得するなど、開業

に向かう努力をしている。

生徒たちにこの話を通して、夢の実現のために何

らかの努力が必要であるということを伝えたかった。

生徒たちが夢の実現のために何をしたらよいかとい

う具体的な道のりを考えていく前に、生徒たちが夢

を実現するために努力する必要があるということに

目をむけさせる必要があると考えたためだ。

また、中学校時代に抱いた夢が変わっても何ら問

題がないことや、いくつになっても夢を描くことが

でき、人生を再出発させることが出来るということ

を伝えたかった。そして、40代という年齢でも夢

を描くことで、精力的に努力を重ねるエネルギーを

生み出せるということにも目を向けて欲しかった。

このような意図のもと、生徒だらけ、身近な大人

の夢たちに夢の実現に関わる話をインタビューして



いる。提出した生徒は34人中27人たった。この

うち14人の記述には、それぞれ表現する言葉は違

えど、「夢の実現には努力が必要である」という点に

気付くことができた。図7は、生徒たちがインタビ

ューしてきた感想と、協力してくださった方々への

謝辞を載せた学級通信第6号である。

第6号では、本実習中に配布する学級通信に学級

内の全ての生徒の意見を載せようと考えていたため、

これまでの学級通信に掲載されていなかった生徒を

優先して載せた。また､「夢の実現には努力が必要だ」

という点に気付くことが出来た生徒も、掲載する際

の基準としている。この【身近な大人の夢調べ】の

感想を書いてきた生徒のうち、先の【自分の夢】の

実践報告で挙げた生徒のものを以下に挙げる。

<具体的な生徒>

● 生徒A

やっぱり夢を叶えるためには、努力が必要で、夢

を叶えるのはそう簡単なことではないなと思いまし

た。なので、勉強をがんばり、そこそこの大学に入

って、がんばって夢を実現できたらいいなあって思

います。

● 生徒B

お父さんが今の職に就くのに資格をとっていたな

んて、驚きました。お父さんとぼくの夢は全く違っ

ているなあと思いました。

● 生徒C

一生懸命努力すれば必ずいいことはある。

<抽象的な生徒>

● 生徒D

母が夢を叶えるのは現実は難しいといっていて、

夢があっても現実はなれないかもしれないと思っ

た。けど努力すればなれると思った。私は白分の夢

はがんばって叶えてみよう感じた。

● 生徒F

私も○○さんみたいに動物が好きです。幼稚園の

時、ペットショップの人になりたいと思っていまし

た。今は、お母さんみたいな福祉関係の仕事に就き

たいです。中1になってから他の夢もできました。

● 生徒G

思ったこと 「特にそれといった事ないんだな

ー。」と感じた。その時次第という事っぽい。人それ

ぞれなんだろう。

考えたこと がんばり次第だというのか
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● 生徒H

将来仕事に就くためにはその職業あった勉強など

をしないといけないことが分かった。

生徒Aの記述をみると、この夢の実現に向けて「そ

こそこの大学に入」ることが必要であるということ

を学んだようだ。生徒Aは、先に述べたように、周

囲の夢と出会い、周りの人がどのように夢を抱いて

いるのか興味を特つようになり、その興味の上でイ

ンタビューに臨んでいる。これは、夢の実現のため

に必要なことを一つ獲得することが出来たと判断で

きる。【自分の夢】と【身近な大人の夢調べ】の実践

がつながりをもち、一人の生徒が将来を具体的に描

く第一歩を踏み出す手助けが出来だのではないだろ

うか。

生徒Bと生徒Cは、【身近な夢調べ】の感想では

言葉が少ないが､その後大きな変容を見せてくれた。

外科医になりたいと語った生徒Bは、翌週の月曜日

の朝読書から医学に関する本を読み始めている。ま

た、ラグビーで県の選抜に選ばれたいと語った生徒

Cは、この【身近な大人の夢調べ】の前後に県選抜

の練習を見に行っている。生徒たちが【自分の夢】

で思い描いた夢を彼らなりに実現するために何か必

要か考え、今できることを実践に移している。
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生徒Dは、「私は自分の夢はがんばって叶えてみ

よう感じた」と書き、夢そのものは抽象的でも、夢

がはっきり見えてきたときには、かなえられるよう

に頑張るという意欲が強くなったことが分かる。さ

らに、生徒Eは「中1になってから他の夢もできま

した」と述べ、中学校生活が始まってからの短い期

間の中でも自身の心を揺さぶられる経験をし、雜し

い夢を描き始めている。

生徒Gは、具体的な夢はなく、ただ幸せに暮らせ

ればよいと述べていたが、夢の実現にむけて「がん

ばり次第」という教訓を獲得している。生徒Hも同

様に努力の必要性に気付いている。彼らが具体的な

夢を待った時、この【身近な大人の夢調べ】によっ

て獲得できた教訓を生かしてくれることを願う。

学級通信第6号の中央部分には、太枠で囲んで強

調して示した生徒の感想がある。この生徒の記述は、

以下のようだった。

生徒Jの下線部記述は、私か意図した「夢の実現

には努力が必要であると気付くこと」を乗り越え、

いかに考えていけば夢の実現に向かうかということ

にも気付くことが出来ている。夢の実現に努力が不

可欠だと気付くことが出来ている他の生徒に、より

具体的に夢の実現を考えていけるように、この意見

を紹介し、【身近な大人の夢調べ】のまとめとしよう

と考えた。

そこで、学級通信第7号には、生徒Jの感想を紹

介しながら、将来を具体的に描くために、「中学校2

年生・3年生の自分の姿、中学を卒業した後の自分

の姿、18歳の時の自分の姿とこれからの自分の姿

を細かく思い描いて計画してみよう」と呼びかけた。

4｡考察と分析

【自分の夢】、【身近な大人の夢調べ】の両実践か

ら得られた成果を3点にわけて以下に挙げる。

第一に、学級通信によって生徒の夢を公表するこ

とにより、生徒同士の交流を促すことができた点て

ある。学級通信は、定期的に配信することにより、

生徒の日常の一部となる。そして、その学級通信の

内容も、生徒の日常の中に入り込む。学級通信に生

徒の夢が載っていれば、ごく個人的な問題である将

来の夢が、学級の中で生徒全員に聞かれたものとな



る。この開かれた状態が、生徒同士の自発的な交流

を促した。今回の実践でいえば､生徒同士の交流は、

同時に将来の夢を共有することにもつながった。先

に見た生徒Aは、他の生徒との交流を通して、将来

に対する憧れを強化することができた。学級通信に

よって、夢を語ることが当たり前であるという環境

が作り出され、その環境が他の生徒との交流・共有

を生みだし生徒Aの変容を促していた。

第二に、生徒にとって身近な大人たちがどのよう

に人生を設計してきたかというモデルを示すことに

より、生徒の将来をより現実的に捉えさせることが

できた点である。生徒たちは、身近な存在からモデ

ルを得たことで、小学校時代に思い描いた漠然とし

た将来の夢を現実的なレベルで考えられるようにな

った。生徒たちは、モデルを通して自身の将来を見

つめることで、将来が今の生活に近づき、生徒の将

来をより現実的にとらえられた。現実的に将来を見

つめることで生徒自身の今の生活のあり方を考え直

させるきっかけともなった。このことは、先の【身

近な大人の夢調べ】の実践に見た生徒Bや生徒Cの

変容によって裏付けられる。

第三に、生徒たちが目先の進路を選択する際に、

長いスパンでの将来像をもたせ逆算的な将来設計が

できる力を養うことが、実践の工夫によって可能で

あり、どの程度の見通しを特つべきか理解できた点

てある。冒頭で述べたように、「目先の進路選択を単

独で考えがちな中学生に対して、もう一歩先の将来

を見通す視点をもたせることが必要である」という

思いをもって、実践に臨んだ。生徒Jが、人生全体

の設計を見通すために、「10年後の自分をイメージ

する」必要があると考えた。これは、公立中学校の

一般生徒の声である。生徒たちが自身将来を設計し

ていくために、私たち教師は、10年先の自分をイ

メージさせる工夫が必要である。その上で中学卒業

後の進路選択を逆算的に考え、支援していくべきで

はないだろうか。

今、上級学校への進学指導を中心とした「進路

指導」のあり方を問い直し、新たな概念として導

入された「キャリア教育」が、徐々に各学校に浸

透し、実践に移されている。生徒たちが自分自身

の夢を具体的に描き、近づいていくためには、将

来設計能力を育成していく必要がある。そのため

には、生徒たちの夢を共有させる工夫や身近なモ

デルの提示方法をより一層工夫する必要がある

のではないだろうか。

私も来年度4月には、公立学校の教壇に立つ。

その時に、本実践から得られた教訓を念頭に置き

ながら、更なる工夫を凝らして生徒たちのキャリ

ア選択の幅を広げられる実践を続けていきたい。
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最後に､本実践を終えて5ヵ月がたったころ、【自

分の夢】の実践報告で「将来の夢は特にない」と述

べていた生徒Gの変容を見ることが出来た。後期に

入って、学級掲示用のプロフィールカードを作成す

る際、「将来の夢」の欄に小さく「教師」と書いてい

た。4月当時、夢を特っていなかった生徒Gが、お

ぼろげになりたい職業をイメージし始めた。私も生

徒Gの憧れの対象の一員となる。夢を考えさせる教

師であると共に、夢を与える教師であるように、教

育への熱を燃やし続けたい。


